
鈴鹿deはたらこっ！プロジェクト業務委託
事業者選定プロポーザル　　評価基準

審査方法

（１）評価基準の８項目について、項目ごとに評価を行い、評価合計点を求める。

（２）評価は、評価の視点に対して６点を基準とし、特に優れているものを１０点、明らかに劣っ
ているものを２点とする。ただし、審査項目【（２）業務内容】のうち、評価の視点【業務の周知・
広報活動について、一定の集客が見込まれる等、効果的かつ実現性のある内容になっている
か。】及び【提案内容が、地元企業への就職の促進や、市内の雇用情勢の安定が見込まれる内
容となっているか。】の２項目については、特に重要な項目であるため、１２点を基準とし、特に
優れているものを２０点、明らかに劣っているものを４点とする。

（３）見積提案額の評価は、小数点以下を切り捨てたものを得点とする。

（４）選考委員１名につき、評価総合点１００点満点とし、その得点を合計し、選考委員の人数で
除して、５０点以上の得点の者を、優先交渉権者候補として選考する。

（５）上記方法により選考した結果、最も点数の高い者を優先交渉権者として選考する。
なお、最も点数の高い者が複数いる場合は、選考委員会の協議により優先交渉権者を決定す
る。

（６）選考した優先交渉権者が決定後に辞退した場合は、次点の者が繰り上がるものとする。



番号 評価項目 評価の視点 配点

1 業務の理解度、計画性【１0点】
提案する内容が、業務の目的、成果等を理解し
たものとなっており、かつ全体スケジュールは
適切か。

10点

業務の周知・広報活動について、一定の集客
が見込まれる等、効果的かつ実現性のある内
容になっているか。

20点

提案内容が、地元企業への就職の促進や、市
内の雇用情勢の安定が見込まれる内容となっ
ているか。

20点

業務全般のマネジメントにおいて、効率的かつ
実現性のある内容となっているか。

10点

提案内容にアイデアや独創性が見られるか。 10点

3 実施体制等【１０点】
業務の実施体制・担当者の配置状況が明確か
つ適正で、事業が適切に実施できるか。

10点

4 類似実績【１０点】
類似実績等からみて、確実に業務を遂行でき
る能力を有しているか。

10点

5 見積提案額【10点】
価格評価点＝配点（10点）×（委託料上限額－
見積金額）÷（委託料上限額－最低見積金額）
※小数点以下は、四捨五入する。

10点

１００点
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2 業務内容【６０点】
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